








福岡県

佐賀県

宮崎県

熊本県

大分県
長崎県

鹿児島県

【福岡市】
●九州大学
●福岡大学
●福岡工業大学
●九州半導体・エレクトロニクスイノベーション協議会（SIIQ）
●公益財団法人九州先端科学技術研究所（ISIT）
●公益財団法人福岡県産業・科学技術振興財団（ふくおかIST）
●福岡システムLSI総合開発センター

【鹿児島市】
●鹿児島大学
●公益財団法人かごしま産業支援センター

【宮崎市】
●宮崎大学
●公益財団法人宮崎県産業振興機構

【大分市】
●大分大学
●大分工業高等専門学校
●大分県LSIクラスター形成推進会議
●公益財団法人大分県産業創造機構

【長崎市】
●長崎大学
●長崎総合科学大学
●公益財団法人長崎県産業振興財団
【佐賀市】
●佐賀大学
●公益財団法人佐賀県産業振興機構
佐賀県産業イノベーションセンター

九州における半導体関連の教育機関・公的支援機関

●大学・大学院

●工業高等専門学校

●公的支援機関

【飯塚市】
●九州工業大学（マイクロ化総合技術センター）
●近畿大学

【北九州市】
●北九州市立大学
●九州工業大学（戸畑キャンパス）
●早稲田大学大学院
●北九州工業高等専門学校
●公益財団法人北九州産業学術推進機構（FAIS）

【糸島市】
●三次元半導体研究センター
●社会システム実証センター

【大牟田市】
●有明工業高等専門学校【久留米市】

●久留米工業高等専門学校

【都城市】
●都城工業高等専門学校

【霧島市】
●鹿児島工業高等専門学校

【佐世保市】
●長崎県立大学
●佐世保工業高等専門学校

【合志市】
●熊本高等専門学校

【八代市】
●熊本高等専門学校

【熊本市】
●熊本大学
●崇城大学
●東海大学
●熊本県産業技術センター
●公益財団法人くまもと産業支援財団

【菊陽町】
●熊本県立技術短期大学校 5

【鳥栖市】
●国立研究開発法人
産業技術総合研究所 九州センター

●公益財団法人
佐賀県産業振興機構
九州シンクロトロン光研究センター





○九州半導体人材育成等コンソーシアム構成機関一覧（５０音順、行政機関を除く）

産
業
界

1 (株)オジックテクノロジーズ

2 櫻井精技(株)

3 (株)SUMCO

4 Japan Advanced Semiconductor Manufacturing(株)

5 (株)ジャパンセミコンコンダクター

6 (株)スズキ

7 ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(株)

8 中央電子工業(株)

9 (株)デンソー

10 東京エレクトロン九州(株)

11 (株)ピーエムティー

12 (株)マイスティア

13 三菱電機(株) パワーデバイス製作所

14 (株)安川電機

15 ラピスセミコンダクタ（株）宮崎工場

16 ルネサスエレクトロニクス(株)

17 (株)ワールドインテック

教
育
機
関

18 国立大学法人 鹿児島大学

19 国立大学法人 九州工業大学

20 国立大学法人 九州大学

21 熊本県立技術短期大学校

22 国立大学法人 熊本大学

23 独立行政法人 国立高等専門学校機構

24 学校法人 福岡大学

25 国立大学法人 宮崎大学

行
政
機
関

26 福岡県

27 佐賀県

28 長崎県

29 熊本県

30 大分県

31 宮崎県

32 鹿児島県

33 北九州市

34 福岡市

35 熊本市

36 文部科学省

37 経済産業省

38 国土交通省九州運輸局

協
力
機
関

39 大分県LSIクラスター形成推進会議 ※大分の大学、企業、行政からなる組織

40 (一財) 九州オープンイノベーションセンター

41 (一社) 九州経済連合会

42 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 九州センター

43 (独法) 中小企業基盤整備機構 九州本部（中小企業大学校）

44 (独法) 日本貿易振興機構（九州統括・福岡貿易情報センター）

45 (一社) 電子情報技術産業協会（JEITA)

事
務
局

- 経済産業省九州経済産業局

- 九州半導体・エレクトロニクスイノベーション協議会
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１．だれもが「半導体は社会基盤の主人公である」とその価値を理解している九州

・半導体は私たちの暮らしや豊かな社会を支える主人公。社会の脳であり、眼であり、
筋肉。九州の人々は、半導体産業をはっきりとイメージすることができ、半導体の価値を
十分に理解している。

➢ 子供たちや社会人に向けて、半導体を知り得る機会をつくり、半導体の重要性や
魅力ある産業であることを発信することが必要ではないか。

２．だれもが「半導体を学ぶ楽しさ」に共感している九州

・高校生や高専生、大学生等が半導体の基礎を学んでおり、多くの学生等が半導体の
研究に関わり、半導体産業への就職を希望している。

➢ 学生等に対する学びの場を可能な限り提供し、半導体への動機付けやマインド
セットをもたらすような人材育成に係る仕組みを構築することが必要ではないか。

３．半導体産業で働くことに「誇り」と「生き甲斐」を実感する九州

・九州で半導体に関わる人々は、九州の豊かな自然や快適な生活環境の中で、半導体
に関わる仕事に生き甲斐を実感しながら、世界の半導体サプライチェーンを支えている。

➢ 半導体を学んだ学生や社会人（Uターンを含む）が、九州で働くことを望み、より
一層安心して快適に生活できる就業環境を整備することが必要ではないか。

九州が目指す２０３０年の３つの姿
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